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『渋谷区自転車通行環境整備計画（第二次）（素案）』に関するパブリックコメント

実施結果 

 

□実施結果 

 令和３年３月２９日（月）から令和３年４月１１日（日）まで 

 

□提出件数 

 意見総数：３件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数のご意見をお寄せいただいたものがあるため、意見総数と提出者の合計人数は 

一致しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出方法 人数 

郵送 0 

持参 1 

ファックス 0 

電子メール 0 

区公式 LINE 0 

合計 1 
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【提出された意見と区の考え方】 

意見 区の考え方 

①都市計画道路 18 号線の車道左側に自転

車レーンを設置してほしい。また再開発

区域は工事期間中であり、仮囲いされて

いる通路を自転車が多く通るため、歩行

者にとって危険である。 

⇒「桜丘口市街地再開発事業」の工事期間 

中の自転車利用者に対しては、押し歩き 

を呼び掛けるなど歩行者への安全性に配

慮した取り組みを徹底するよう事業者と

も連携していきます。 

 また、警察とも協議し、自転車専用通行 

帯等の整備に向けた検討を進めていきま 

す。 

②都市計画道路 50号線（さくら通り）は、

現在自転車走行レーンが歩道側（ガード

レールの内側）に設置されている。坂に

なっているため走行している自転車のス

ピードが速く、歩行者が安心して歩けな

い状態になっている。歩道内ではなく車

道左側に自転車レーンを設置してほし

い。 

⇒警察とも協議し、優先整備路線として望 

ましい自転車走行空間のあり方につい

て、まちづくりの動向も踏まえながら、歩

行者にも配慮した整備の方針を検討して

いきます。 

 

③附置義務駐輪場の対象を新築の建物だけ

ではなく、既存の建物にも適用してほし

い。既存建物の適用にあたっては助成制

度を新設して対応してほしい。 

⇒既存の建物については、『渋谷区自転車  

 等の放置防止等に関する条例』の勧告制

度を活用して適宜駐輪場の設置を促して

いきます。 

 

 


